
別記様式第１０号記入例

資料番号・
該当ページ

　住宅の規模、構造及び設備に関する基準 計画数値・対処の状況補足説明等対応の状況

□ □

□ □

□

※複数ある場合は最も厳しい状況を記入

□ mm

□ □

□ □

１／

mm

□
※複数ある場合は最も厳しい状況を記入

□ □ □
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□ 設けた傾斜路有効幅員 mm

□ □ 設けた段の有効幅員 mm

□ mm

□ mm

□ mm

mm

□ □ なし □ あり

□ □ なし □ あり

□ □ □

mm

㊞

住所

電話

□ 登録の更新を受けようとする建物の状況は、　　　　年　　　月　　　日時点で、上記のとおりであることを誓約します。

(3)
エレベー
ター

左欄をみたして適合　→

適合

建築士事務所の名称と所在地、電話番号等を明記してください

登録番号

左欄をみたして③④適合　→

左欄をみたさず③④非適合　→
④ 手すりが、少なくとも片側に、かつ、踏面の
先端からの高さが700㎜から900㎜の位置に設
けられていること。

作成者は、都道府県知事登録を行っている建築士事務所に所属する
建築士に限ります。なお、応募時の共同申請者でなくても差し支えあ
りません。

片側手すりの設置

踏面の寸法

最下段突出部分

けあげの寸法

※(けあげ)x2+(踏面)＝

最上段食い込み

建築士免許の種類

※
(２)イ
①か
ら④

① 踏面が240mm以上であり、かつ、けあげの
寸法の２倍と踏面の寸法の和が550mm以上
650mm以下であること。

③ 最上段の通路等への食い込み部分及び最
下段の通路等への突出部分が設けられていな
いこと。

② 蹴込みが30mm以下であること。

左欄をみたして①②適合　→

左欄をみたさず①②非適合　→

該当しない

手すりの踏面からの高さ

両側

建築士資格の種類と登録番号を明記してください

片側 両側

生じた高低差

傾斜路のみで対応

左欄をみたさず非適合　→

エレベータ設備がない

手すりの床面からの高さ

設けた傾斜路有効幅員

本
書
類
の
作
成
者

氏　名

資　格

所　属
事務所

建築士事務所の名称

登録番号

③  段が設けられている場合にあっては、当該段が
(２)イの①から④に掲げる基準※に適合しているこ
と。

該当しない

蹴込みの寸法

該当しない→

高低差あるが基準対応して適合

高低差あり基準未対応で非適合

手すりの設置

該当しない

手すりを設置して適合　 →

該当しない

非適合

設けた傾斜路勾配

②  手すりが、傾斜路の少なくとも片側に、かつ、床
面からの高さが700㎜から900㎜の位置に設けられて
いること。

手すりの設置がなく非適合

高低差がない

傾斜路と段の併設で対応（③に記述）

該当しない
①  勾配が1/12以下の傾斜路及び段が併設されて
おり、かつ、それぞれの有効な幅員が900㎜以上であ
るか、又は、高低差が80㎜以下で勾配が1/8以下の
傾斜路若しくは勾配が1/15以下の傾斜路が設けられ
ており、かつ、その有効な幅員が1,200㎜以上である
こと。

ハ  建物出入口とエレベーターホールに高低差が生じる
場合にあっては、次に掲げる基準に適合していること。

（登録申請時から変更がない場合に限る）
登録申請時に提出したチェックリストの写しの
末尾に、以下の文を追記し、チェックボックスに
チェックを入れて提出する場合は、再度建築士
の署名押印したものは不要とします。


